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つながるクルマがもたらす 

新たなスマートモビリティ社会 

2018年11月12日 

トヨタ自動車株式会社
コネクティッドカンパニー

ITS・コネクティッド統括部 
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2 コネクティッドカンパニー 紹介 

※2018年６月１日～ 

     コネクティッドカンパニー 
     President 

     友山茂樹 副社長 

    Executive Vice 
President 

    山本圭司 常務役員 

ITS・コネクティッド統括部 
＜本社・東京・名古屋・池袋＞ 

カンパニー統括、製品企画・商品企画 

コネクティッド先行開発部 
＜池袋・本社・名古屋＞ 

先行開発、プラットフォーム開発 

e-TOYOTA部 
＜名古屋＞ 

センター・サービス開発 

情報電子システム開発部 
＜本社＞ 

マルチメディア車載器開発 

MaaS事業部 
＜本社・東京・名古屋＞ 

Mobility as a Service 事業企画、プロジェクト推進 

＜カンパニーミッション＞ 

＜カンパニー戦略（３本の矢）＞ 
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マルチメディア 
テレマティックス 

車両 
ビッグデータ 

ITS 

3つの機能･サービス 



Copyright ©  2018 TOYOTA MOTOR CORPORATION All rights reserved. 

5 

マルチメディア 
テレマティックス 

車両 
ビッグデータ 

ITS 

3つの機能･サービス 
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  ETCは、実用化から10年の期間をかけて普及 

総セットアップ件数 
累計8,822万件 
（H30年10月現在) 

ETC(自動料金支払いシステム：Electronic Toll Collection System) 

通行料割引政策 
ETC端末低価格化 

H23年末 
約650万台/日 
利用率：90% 

H13年12月 
約5万台/日 

利用率：0.9% 
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出典：NEXCO西日本 

単位：トン 

ETC普及による社会課題の解決(料金所渋滞の解消) 

料金所での渋滞 
(≒ 経済的損失) 
が激減！ 

料金所周辺のCO2排出 
56％削減！ 
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ETC車載無線機が組み込まれたクルマは10年以上 
路側機器は約20年使用される状況であり 
仕様の変更等には、10年,20年スパンでの移行措置を考える必要がある 

ETCは広く普及し、社会基盤として定着 

⇒5GHz帯域の周波数見直しにおいて、ETC帯域への影響を懸念 

ETC 自動運転向け通信への 
5.9GHz帯利用検討 
(隣接干渉の可能性) 

＜3GHz～6.57GHzの割り当て:H29年6月時点(総務省資料より抜粋)＞ 

車載機：新規セットアップ 
 13年度末：457万台 
 14年度末：494万台 
 15年度末：532万台 
 16年度末：576万台 
 17年度末：618万台 
⇒おおむね、年間400万台 
 
13年販売車載機データで、 
 10年経過：7割残る見込み 
 20年経過：1割残る見込み 

無線LAN(Wi-Fi等)の 
利用周波数拡大 
(共存の難しさ) 
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9 国内の交通事故(発生件数＆死亡者数)の推移 

政府目標 

平成32年(2020年)を目途に、交通事故死者数を2,500人以下に削減 

警察庁：平成29年中の交通事故死傷者について＜29年中の死者数.pdf＞より抜粋 

2017年 死亡者数：3,694人 

2016年に4,000人を 
下回ったが 

ここ数年は下げ止まり感 
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歩行者 

出会い頭 

右折と 

直進車 左折 

巻き込み 

追突 

正面衝突 

その他 

自律系システムだけでは 
対応しきれない 

 ⇒ITSによる対応 
自律系システムで対応 

・車間距離警報・車間維持装置 
・衝突被害軽減ブレーキ 
・車線逸脱警報 
・後側方警報 など 

2014 人身事故データ（警察庁） 

路車間通信を活用 

車車間通信を活用 

事故分類と対応システム 
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11 ITS Connectサービス 

※LS、新型クラウンに設定 
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12 ITS Connect 設定車種の拡大 

’15年10月に、ITS Connect対応車載機の搭載車両を商品化 
’18年09月より、販売店装着可能な車載機の販売開始 
’18年09月末時点で、約12.1万台を販売 
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【関東】 東京  ：31
 埼玉  ：６ 
 茨城  ：３ 
 神奈川：１ 

【中部】 愛知：31 

【近畿】 大阪：９ 

【その他】 宮城：１ 
 福岡：１ 

関東 中部 

ITS Connect 路側インフラの配備状況 

全国：８３箇所  
近畿 
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14 【参考】Ｖ２Ｘの利用環境にみる日米比較 

米国 日本 
 cf; 

ピュアＥＶ  @国内 

実用化開始時期 
（対応車 市販開始） 

2017年 2015年 2010年 

車
両

 

設定車種 １   7 → 15 (‘18/9月～) ２ （量販車） 

対応車両台数 18,500台 
（実験車両含む） 

約121,000台 
（’18/9月末時点 販売実績） 

75,000台 
（’17/3月末） 

路
側
機

 

整備地域 ２６州 （52%） ８都府県 （17%） 
47都道府県 
（100%） 

設置箇所数 
約3,500基 

※’18年度内に5,300基まで増加予定 

８３ 交差点 
※※’20年度までに 東京湾岸地域他にて 

 ＋36箇所 検討中 

約7,300基 
（’17/9月末） 

参考指数） 

 車両1,000台あたりの 
 路側機 設置数 

１８９．２ 基 ０．７   箇所 ９７．３  基 
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車両 
ビッグデータ 

ITS 

3つの機能･サービス 

マルチメディア 
テレマティックス 
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・車載通信機（DCM）を搭載し、お客様との接点を拡大 
・つながる事により、安心・快適・安全なカーライフを支援する様々なサービスを提供 
・車から収集されるビッグデータの利活用により、モビリティ社会をもっと豊かにする 

広域通信(テレマティクス)を用いたConnectedサービス 

トヨタスマートセンター 

位置情報 

速度情報 

ｴﾝｼﾞﾝ情報 

ｾﾝｻｰ情報 

制御系情報 

緊急通報サービス 

テレマティクス保険 

盗難追跡サービス 

オペレーターサービス 

先読み情報サービス 

Tプローブ交通情報 

ｻｰﾋﾞｽ提供 

Connected Car 

DCM 

車両DB 
（ビッグデータ） 

安心・安全 
サービス 
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17 事例：テレマティクス保険（保険会社様との連携） 
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従来の自動車保険 

テレマティクス自動車保険 

テレマティクス保険による事故削減効果 

事故頻度が３０％以上減少！！ 
交通事故の未然防止効果が実証された 

※あいおいニッセイ同和損保社データより 
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19 
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車両状態を監視 ECU内部状態データ → 故障診断・故障予知 

DCM サイズ 
約 140×120×30(mm) 

これからの「つながるクルマ」への期待 
車両情報(CANデータ)の活用 

20 
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事例：通れた道マップ 

 トヨタのコネクティッドカーから収集した走行データを活用 
 トヨタWebホームページ上で常時公開（PC / スマホ） 
 2011年 東日本大震災のときに緊急公開 

災害時に、直近の走行実績がある道路を地図上に表示 

 ｢通れた道｣表示（水色） 
 渋滞情報（赤・黄） 
 通行止め区間（黒） 
 航空写真（画像） 

21 
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事例：ABSデータ活用 

先読み情報サービス 

22 
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モビリティサービス・プラットフォームの構築 23 
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コネクティッドカー総台数の遷移 台あたりデータ転送量の遷移 

EB 

ナビプローブ(LBS)データ 
～数百MB/月 [常時] 

ECU状態データ 
～数GB/月 [適時] 

動的地図生成 
～数GB/月 [適時] 

周辺センシング データ 
～数十GB/月 [適時] 

台あたりデータの種類とデータ規模 

Connected carのデータ量予測 

コネクティッドカー総データ転送量 

24 
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エッジDC 

将来は、大量のデータをセンターDC(クラウド)で集中処理できなくなる 
  ⇒ モバイルエッジコンピューティングを導入する必要あり 
 （例）エッジサーバで処理をクルマに折り返す，など 

ﾓﾊﾞｲﾙ網 
PGW 

センターDC 

従来のモバイル網の利用形態 

モバイルエッジコンピューティングの応用 

 
 

EGW 

EGW 

ﾓﾊﾞｲﾙ網 

センターDC 

エッジGW 

DC間網 

EGW 

モバイルエッジコンピューティングの利用形態 

通信ネットワークに求められる要件 25 
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現在 2025年 

データ量 ・数十ＭＢ/台・月×数十万台 ・数百ＭＢ以上/台・月×数千万台 

データ種 
・CAN 
・数十種類のセンサーデータ 
・制御データ、ダイアグデータ  

・数百種類のセンサーデータ 
・画像データ、LIDARデータ 
・個々の行動履歴データ 

処理速度 ・数分 ・数ｍｓ 

①性能要件 

車両走行データを数千万台から 

数年間にわたって蓄積すると 

大規模なビルが必要 

②ビッグデータセンターの規模（現状成り行き） 
取組方針 

 次世代スマートセンターに求められる要件 

Connected Carの普及とデータの増加を見据えた構えが必要 

・技術進化を見込み、一気につくらず、段階的に拡張  
・ソフトウェア処理を最適化することで、処理負荷を軽減 
・処理を明確化して、データを必要な分だけ残す 
・分散処理により、コスト減 

26 
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ご清聴ありがとうございました 


